
舞台ワークショップ 美術ワークショップ 音楽アウトリーチ

舞台芸術（演劇・ダンス等）で活躍している方を講師に迎え、
体験型のワークショップを開催し、舞台芸術に触れる機会の
少ない人へ体験する機会を提供するとともに、将来の地域
文化の担い手を育てること。

県内等で活躍する美術家を講師に迎え、体験型のワーク
ショップを開催し、参加者が作品の製作を通して文化芸術活
動への関心を高め、新たな美術愛好者層の拡大を図るこ
と。

音楽分野で活躍している方を講師に迎え、音楽鑑賞の機会が
限られている人たちに鑑賞のみに留まらない体験型のアウト
リーチを行い、楽器の面白さや音楽の魅力を伝え、新たな音
楽愛好者層の拡大を図ること。

募集事業数 ７件程度 ７件程度 ８件程度

形式
舞台で出演者が発表し観客が見る形式の気軽に参加でき
る舞台芸術の体験型ワークショップ

自分で作品を制作する形式の気軽に参加できる美術の体
験型ワークショップ

出演者の演奏の鑑賞に加え、観客も気軽に参加・体験できる
音楽の体験型アウトリーチ

対象分野
演劇、舞踊、伝統芸能（神楽、能楽、歌舞伎等）、
芸能（講談、落語等）、身体表現（ダンス等）等

絵画、彫刻、工芸、写真、書、華道、茶道、現代アート　等
音楽全般（カラオケを除く）

開催時期

１事業あたりの
回数及び時間

１回以上
２時間程度／１回

１回以上
２時間程度／１回

４回以上
２時間程度／１回

開催地

150,000円 100,000円 250,000円

その他（注意事項）

開催市町村等 みやぎ県民文化創造の祭典実行委員会
①事業の企画・立案 ①全体の広報・調整
②会場の確保 ②事業経費の負担
③講師（アーティスト）及び会場との調整 ③開催団体に対する支援　等
④参加者募集の広報
⑤会計処理　等

※事業の詳細については、別添の各実施要項を御確認ください。

芸術銀河２０２５　各ワークショップ・アウトリーチ事業概要

「開催市町村等（下記（１）から（４）に該当する団体）」と「みやぎ県民文化創造の祭典実行委員会」で共催
（１）市町村（教育委員会及び市町村の文化振興財団等文化振興に係る公益財団法人を含む）
（２）市町村を構成員とする文化振興を目的とする団体
（３）市町村が設置する施設の管理を行う指定管理者
（４）前（１）から（３）に準ずると実行委員会が認める団体（高等学校等）

９月から１１月を中心に通年
※ただし、共催決定後（６月下旬頃）に事業を開始するものに限る。

宮城県内の公共施設（保育所、学校、公民館等）、文化施設、医療施設、福祉施設、震災復興住宅等

実行委員会が必要と認める場合には概算払いが可能

・本事業は、５月下旬に開催予定の実行委員会における、令和７年度予算の成立が前提となります。
・参加者に対して指定様式によるアンケートを必ず実施すること（指定様式及び実施方法については、共催決定通知とともにお知らせします）。

事務分担

目的

主催

実行委員会
負担経費上限額

内容


